
1

陸奥別邸跡・旧古河別邸

■概ねの砂丘地形が残る範囲
（鞍部及び谷部）

■概ねの砂丘地形が残る範囲
（鞍部及び谷部）

■近年の商業開発に伴い、
造成が行われた範囲

●従来の砂丘地形
（鞍部）

●従来の
砂丘地形

（鞍部）

■概ねの砂丘地形が残る範囲
（鞍部）

明治期の敷地の地割が概ね残っており、旧大隈別邸、陸奥別邸跡の敷地の一部には当時の道も含まれている。
旧滄浪閣の敷地は、大きな改変がなされているものの、大磯の海岸地域特有の二つの微高地から成る起伏のある砂丘地形が
残っている。
しかし、土地の改変や樹林の過密化により、海への眺望や砂丘地形の特徴がわかりくくなっている。

 

松林 

松林 

松林 

邸園区域 

砂丘の起伏 

資料：｢迅速測図 神奈川県相模国淘綾郡国府本郷村｣
（明治初～中期）.国土地理院に、邸園区域を記載

：砂丘地形の残る範囲

：明治32年の敷地範囲

：明治以前からあった道跡

凡例

：計画区域

環境保全の現状と課題

2020.1.27 第4回 明治記念大磯邸園邸宅保存活用計画検討委員会

環境保全計画
邸宅の保存管理を進めていく上で、庭園や松林等の邸宅の周辺に立地する既存施設の保全方針について、下記のとおり検討した。

■地割と地形

資料６



東海道の松並木や海側の松林など、明治期の先人が眺めた景観が一部残されていると想定されるものの、樹林の過密化や、
外来種を含む雑木の侵入、松枯れ等が見受けられる。
修景植栽は混み枝・徒長・大型化が見られるとともに、建物付近の樹木については、落葉等や倒木による建物への被害や、
消火活動の妨げになる可能性が危惧される。
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■旧大隈邸跡前庭
・芝庭と露段式花壇で構成
・芝生が一部生育不良、剥げ
ている箇所あり

・花壇のツツジが管理不足に
より肥大化、樹勢が悪い

■バラ園

■旧滄浪閣前庭
・肥大化し枝葉が密生したタギョウショウ
等により海への眺望が阻害

・腐朽したサクラなど倒木の危険

■旧池田邸宅周り
・ヒマラヤスギの大木
・建物に近い樹木（ヒマラヤスギや
カイヅカイブキ）の一部は、落枝
等の建物への影響が懸念。

・樹形不良の樹木

・

■果樹園

■東海道の松並木

■旧陸奥別邸跡
前庭

・灌木類の肥大化、
一部にコケ付着

・芝生の生育不良
・一部、マツ枯れ

■松林
・雑木の実生木が繁茂
・一部にコケ付着、生育状況
が悪い

・見通し悪化
・マツの健全な育成阻害

■旧古河邸エントランス外
・建物付近の樹木について、建物
への枯枝、落枝の恐れ

・マツの実生木あり

■境界沿い
・樹林の一部に、枯枝や落枝の恐れ
・樹木が薄い箇所あり、隣地との境界
部に位置することから遮蔽植栽が必要

■旧池田邸内の樹林地
・実生木の繁茂により雑木が
繁茂、見通し悪化

・密度の高い竹林
・やや密度の高い松林、一部
外来種の繁茂あり

■マツ等大木

■植生
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旧大隈別邸・陸奥別邸跡の区域には、屋敷稲荷や石碑、井戸等の邸宅として利用されていた際の構造物が多く残っている。
旧滄浪閣の区域には、風化状態から、一部、近代のものと思われる石階段や小池などある。また、北西（敷地外）には、李王家別邸
の敷地にあったといわれる旧滄浪閣の碑がある。
西園寺別邸跡の南側コンクリート塀や、一部に残る照明柱は、池田邸創建と同年代である可能性がある。
西園寺別邸跡や旧大隈別邸・陸奥別邸跡の区域の外周擁壁の一部は、高麗山周辺の大磯石が使われている可能性がある。また、本邸
園には根府川石や凝灰岩など、周辺地域産出の石が多く使われている。
これら構造物の詳細は不明であるが、擁壁などの一部の構造物には老朽化に伴う劣化破損がみられる。

■構造物（主に邸宅周り）

■旧滄浪閣
（伊藤邸跡・旧李王家別邸）

・南側斜面の石階段、園路、段下の
石橋、小池は、風化状態から近代に
さかのぼる可能性がある

・邸宅南側の根府川石の石張園路は
薄材使用であることから、現代の
造成である可能性が高い

・国道1号沿いの滄浪閣の碑や屋敷
稲荷は、李王家別邸にあったものと
いわれているが詳細は不明

■西園寺邸跡・旧池田邸

・正門北側の石積擁壁は、褐色凝灰岩の
大磯石の可能性がある

・灯具が無いものの、コンクリート製の
照明柱には、細かな意匠がみられ、
主屋創建時のものである可能性がある

■旧大隈別邸・旧古河別邸

・富士の間と神代の間に挟まれた坪庭は、茶の湯の設え（棗型水鉢、
角形水鉢、寄せ灯籠等）で構成されている

■バラ園、果樹園付近

・凝灰岩（伊豆石）による擁壁及び花壇縁石
・宇賀神社と関連する石碑

■陸奥別邸跡・旧古河別邸
・詳細は不明なものの、宇賀神の碑
や北東に屋敷稲荷が置かれている

・邸宅軒先の沓脱石は、大型の鞍馬
石等、貴重な石が使われている

■外周部

・国道1号沿いの擁壁は、上部が凝灰岩布積み（伊豆青石）である。
下部が褐色凝灰岩（大磯石）の雑石積みで構成されたものとなっ
ており、明治期に大磯町内で盛んに造られたものである可能性。

坪庭

滄浪閣の碑

滝組

土俵跡

雪見灯篭

※2020.1.27時点の調査結果に基づく。

南側階段と空池
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■建物の外構状況

■旧陸奥邸跡北側
軒下にたまった水が床下へ水が流入

■旧陸奥邸跡
玄関アプローチ上

■旧大隈邸邸宅玄関アプローチ前

■入口付近

敷地全体は砂地盤であり、邸宅は砂丘上に立地していることから、水はけがよく、軽微な降雨の際に水溜まりは見られない。
ただし、旧大隈別邸や陸奥別邸跡では、豪雨の際に、邸宅外縁部の複数箇所において、排水不良に伴う水溜まりが生じている。
陸奥別邸跡では、邸宅床下内へ水が流入している箇所があり、建造物土台への影響が見受けられる。
旧滄浪閣と西園寺別邸跡の外周部では、雑草が生えやすい状況になっている。

■旧池田邸外周
軒下に排水施設がなく、大雨時は
水溜まりができやすい状況

■旧滄浪閣（李王家別邸範囲）外周
雨どいが機能しておらず、外周部にも排水施設
がなくため、大雨時は水溜まりが発生



• 旧道等の動線を活かしつつ、地形の大規模な改変を行わないよう留意し、邸園整備を行う。
• 外周擁壁は歴史性に配慮しつつ、安全性や景観等を踏まえ、必要に応じて改修を行う。
• 屋敷稲荷や井戸、石碑といった邸宅の屋敷構えや歴史を語る構造物を保存し、邸宅の理解を深める
要素として公開する。

• 建物との調和を図りながら、実生木の除去や大型化した植栽の剪定、劣化破損箇所の改修等を行い、
庭園を修復・再生する。

• 過密化した松の間伐や松枯れ木の処理等を行うなど松林の保全を行うとともに、旧滄浪閣の区域の
一部では松林の再生を行う。

• 建物周囲の樹木は、倒木による建物への被害を防ぐため、定期的な剪定や間伐を行う。
• 建物に悪影響を与えないよう、雨樋からの雨水処理や排水溝の整備など外構部分の改善を行う。
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環境保全計画の基本方針

本邸園の基本計画や保存管理計画を踏まえ、以下のとおり、環境保全計画の基本方針を定める。
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